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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○前回の記録と同等もしくは上回った種目 

・握力 ・上体起こし ・長座体前屈 

・持久走 ・50m走 ・ハンドボール投げ 

〇前回の記録より下回った種目 

・反復横跳び ・20mシャトルラン ・立ち幅跳び 

授業において体力づくりを意識し、運動量の確保等の

取り組みで改善した項目があった一方、敏捷性や瞬発

力など力強い動きがやや下回った。 

 ○前回の記録と同等もしくは上回った種目 

・握力 ・上体起こし ・長座体前屈 

・持久走 ・20mシャトルラン ・50m走 

・ハンドボール投げ 

〇前回の記録より下回った種目 

・反復横跳び ・立ち幅跳び 

男子同様に授業での体力づくりを意識して取り組んだ

ため、前年度よりも上回った種目が多数あったが、男子

と同様の項目で前年度より下回った。 

 ○運動やスポーツをすることが好き 

男子：R7年度 89.6％（R6年度 92.4％） 

女子：R7年度 75.5％（R6年度 86.2％） 

○体育の時間を除く 1週間の総運動時間が 60分未満 

男子：R7年度 18.5％（R6年度 6.4％） 

女子：R7年度 23.3％（R6年度 28.3％） 

授業を通して、授業以外での運動機会を増や

すことが課題ではあるが、授業でしか運動し

ない生徒の運動量を確保する必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 
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三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の視点 

・運動機会の充実を図る環境整備の推進 

・三間（仲間、時間、空間）の創出により運動

機会の充実を図る取組 

・子どもによる運動機会を創出する取組の立
案・実現 

 

「する・みる・支える・知る」 

を大切にした、レクリエーション活動 

・保健体育委員企画の体育大会。 

・昼休みを利用した保健体育委員会企画のパ

ラスポーツ、ニュースポーツの実施。 

・いつでもどこでも体力測定ができる体力

測定週間を実施。 

取組の視点 

・各教科の内容を関連付けた健康教育の推進 

・外部顧問の活用など家庭・地域との連携・
協働 

・冬場の体力低下を防ぐための雪中レクの推
進と実践。 

「する・みる・支える・知る」 
を大切にした、食育の充実、いのちを見つ

める各教科における授業展開 

・旅行的行事の中で SDGSの研修内容を取

り組んだり、フードバンク、フードロス

の取り組み等の食育授業の実践。 

・道徳の授業等と連携した「いのちの大切

さ」月間の充実（夏休み明け） 

 

〇保健体育の評価基準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等）  〇学校評議員会・学校関係者評価等の活用 

〇全校体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用  〇学校独自の生徒アンケートや保護者アンケートの活用   

取組の視点 

・子どもが運動の楽しさに触れられる

「課題探求的な学習」の推進 

 

「する・みる・支える・知る」 
を大切にした保健体育学習 

・ＩＣＴを効果的に活用し、動きの分

析や知識を深め、運動の楽しさやで

きるよろこびの実感に繋げる授業 

・小中連携による体力づくりの意見交

流と実践発表会の実施。 

・助産師を活用した性に関する指導の

充実を図る取組。（隔年の実施） 


